
令和5年1月から、より分かりやすくすること、より記入しやすくすること、より迅速に給付金を
お支払いすること等を目的として、各申請書等の様式を変更します。

※万が一、旧様式での申請をされた場合は、事務処理等に時間を要してしまうことがあります。予めご了承ください。

※現在一部のジェネリック医薬品で供給不足や欠品が生じており、切り替えを希望しても難しい場合があります。切り替えを希望される
方は、医療機関や薬局とよくご相談ください。

お知らせをお送りする方
●主に生活習慣病や慢性疾患などの先発医薬品を長期間服用されている方
●お薬代の自己負担軽減額が一定額以上見込まれる方
※すべての加入者さまに通知されるものではありません

送付時期と送付先
令和5年2月下旬に加入者（被保険者）の住所へ直接送付いたします。

ジェネリック医薬品ってどんな薬？

●令和5年1月以降は、旧様式の申請用紙は使用できません。
　新様式の申請書等をご使用ください。

申請書の入手方法

ジェネリック医薬品希望シールを
配布しています

効き目や安全性が、先発医薬品と
同等と国から認められたお薬です。

先発医薬品の有効成分を利用して
いるため、安くなる場合があります。

協会けんぽのホームページからダウンロード
できます。コンビニのマルチコピー機で印刷で
きる「ネットプリント」（有料）でも入手できます。

お電話いただければご郵送でも
お届けしています。

安心 大きさを小さくしたり、服用しやすい味・形に
改良されています。改良

安価

先発医薬品 ジェネリック医薬品
3,290円

9,860円
　こんなにお得！
例：高血圧症の場合
高血圧症の代表的な薬を
1日1回、1年間服用したと
仮定（3割負担で受診）

令和5年1月から申請書等の様式が新しくなります

差額
6,570円

旧様式は
使えなく
なります

職場の皆様で回覧をお願いします。
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先発医薬品からジェネリック医薬品に切り替えた場合の、自己負担軽減可能額等を
お知らせします。

ジェネリック医薬品に関するお知らせをお送りします
4人に3人
が選択して
います



【皆さまへお願い】協会けんぽへの各種申請手続きは郵送でお願いいたします！

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/ibaraki/

申請書のダウンロードができます
申請書の記入方法のポイントも公開中です

〒310-8502
水戸市南町3-4-57
水戸セントラルビル
☎029-303-1500（代表） 協会けんぽ　茨城

70歳以上の方は「高齢受給者証」を忘れずに
70歳以上の方は「保険証」と「高齢受給者証」を合わせて医療機関等にご提示ください。
ご提示されると、高齢者受給者証に記載された一部負担金の割合でのお支払いとなります。
70歳の誕生日を迎えた日の翌月（誕生日が月の初日である場合はその月）から提示が
必要になります。
紛失された方は、再交付申請書に必要事項をご記入の上、協会けんぽにご郵送ください。
被保険者のお勤めの会社宛てに新しいものをお届けいたします。

令和5年度 健康診断のご案内
協会けんぽでは、年度内お一人さま1回に限り、健診費用の一部を補助しています。
生活習慣病は自覚症状がないまま悪化するため、定期的に健康診断を受けましょう。

■  生活習慣病予防健診
対象者
35 ～74歳の被保険者（お勤めされているご本人）

ご案内
3月下旬にご案内をお勤め先へお届け

費用
ご本人様負担

【現在】約7,000円→ 【令和5年4月1日より】約5,300円
（約19,000円分の健診内容で、がん検診も含まれています）
令和5年度から自己負担額が大幅に軽減されます！
健診項目
一般健診+ 追加健診※

※追加健診…乳がん検診、子宮頸がん検診、付加健診など

受診までの流れ
① 健診機関に受診日を予約
　 ※協会けんぽへの申込は不要
　 ※健診機関はHPとパンフレットでご確認いただけます
② 保険証等を持って受診

■  特定健診
対象者
40 ～74歳の被扶養者（ご家族）

ご案内
4月にご案内・受診券を被保険者の住所へお届け

費用
•茨城県内の市町村集団健診の場合
　ご本人様負担無料
•茨城県内の契約医療機関の場合
　ご本人様負担無料または約1,600円

健診項目

受診までの流れ
① 被保険者の住所に受診券が届く
② ご希望の健診機関へ予約
③ 受診券（セット券）、保険証等を持って受診

▼がん罹患数の上位5部位

（出所）国立がん研究センター　
がん情報サービス「がん登録・統計」

（2018年全国がん登録）

労働安全衛生法上の
定期健康診断

胃部レントゲン検査
便潜血反応検査

詳細な健診
（医師の判断により実施）

貧血検査
眼底検査など

基本的な健診
（特定健康診査） ＋＋

日本人が一生のうちに
がんと診断される確率は
　　2人に1人

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位

男性 前立腺 胃 大腸 肺 肝臓

女性 乳房 大腸 肺 胃 子宮

約25％減額！

年に一度は
必ず受診しましょう


